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1．はじめに 

近年，人工林の伐期が長期化し，供給される丸太 

のうち中径材の割合が高くなりつつある。これら国 

産針葉樹中径材を建築構造部材として用いるために 

は，製造コストの軽減とともに強度性能が要求され 

る。また，住宅を工法別にみると在来軸組構法の着 

工数が多く，そのニーズも高い。さらに，高断熱・高 

気密化が進み，その性能を確保するためには構造部 

材にも乾燥材が求められている。しかし，製材品で 

 比較的断面の大きな梁材を乾燥材として入手するこ 

とは困難である。一方，従来の構造用集成材では過 

剰性能であり，コストも高い。 

そこで，在来軸組構法用梁材として，製材並みの 

性能をもった積層材を作製することとし，①中径材 

からのより効率的な木取り技術，②強度および設計 

自由度が高い積層材をできるだけ低コストで製造す 

る条件，③得られた積層材の曲げ強度性能について 

検討を行った。 

この研究は林野庁大型プロジェクト研究「地域産 

針葉樹中径材を利用した住宅用高機能性部材の開発」 

の一環として実施したものである。また，平成7年 

度（第45回）林業技術研究発表大会（北海道主催， 

1996年2月，札幌市）において発表した。 

2．試験材料および試験方法 

供試原木は昭和4年に植栽されたトドマツ材で， 

旭川市東旭川町瑞穂，道有林旭川経営区79林班66 

小班から平成5年に伐採されたものを購入し使用し 

た。原木径級は18～28cmである。 

在来軸組構法で用いられる曲げ部材の材せいは，

スパンおよび梁間隔によって異なるが，一般に 

210～300mmである。また，「住宅金融公庫融資住 

宅・木造住宅工事共通仕様書」において，多雪地域 

における土台，柱の断面寸法は105×105mm以上と 

なっている。以上のことから，材幅105mm，材せい 

210，240，270，300mmの積層材を作製することと 

した。 

コスト軽減，歩留まり向上のため，積層材を構成

するひき板の厚さはできるだけ厚くすることを考え，

仕上がり厚さ53mmを基本に，一部30mmおよび 

45mm厚さのものも木取ることとした。 

そこで，購入した原木から乾燥収縮による寸法減

および切削代を考慮して，断面60×120mmを主に， 

50×120mm，36×120mmの原板も合わせて採取し 

た。また，歩留まりを上げるため，幅はぎすること 

を前提に60×30mm，60×40mm，60×80mm，60 

×90mmの断面のものも採取した。第1図に製材の
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　第1図　製材木取り図

　　第1表　ひき板の組み合わせ

　第2図　積層材の断面構成

　第3図　ラミナのたてつぎ位置

木取り図を示す。斜線部分は副材として採材し

た16mm厚の小幅板を表わす。

　原板は含水率10～15％まで乾燥した。

　乾燥後 ,「針葉樹の構造用製材の日本農林規

格」に基づいて目視等級区分を行うとともに重

錘法（スパン3m，中央集中荷重）および打撃

音法によって原板のヤング係数を求めた。目視

等級区分によって外層用に1～3級材を，内層用

に3級材および歩留まりを上げるため格外材も

使用し，積層材の組み合わせを行った。幅はぎ

の必要なものは幅はぎを，長さが不足する場合

にはフィンガージョイント（フィンガー長

12mm）によるたてつぎを行った後，プレーナー

により所定厚さに仕上げ，レゾルシノール樹脂

接着剤を用いて積層接着を行い，材せい210，

240，270，300mmの積層材を各10体作製し, プ

レーナーで幅105mmに仕上げ，試験体とした。

ひき板の組み合わせを第1表に，その断面構成

を第2図に，ラミナのたてつぎ位置を第3図に

示す。

　曲げ強度試験は，油圧式強度試験機（曲げ容

量20tf）を用いて行った。試験方法を第4図に，

各試験体ごとの試験条件を第2表に示した。中

央たわみ一荷重曲線および最大荷重から曲げヤ

ング係数，比例限曲げ応力度，曲げ強さを求め

た。曲げ試験後，健全部から長さ方向2～3cmの

含水率測定用試験片を採取し，含水率を求めた。
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また，積層材を構成するラミナの曲げヤング係数を

用いて，積層材全体の曲げヤング係数を算出し，実

測曲げヤング係数と比較した。ここで，幅はぎラミ

ナのヤング係数は幅はぎ前ひき板のヤング係数を幅

の割合に応じて加重平均し，たてつぎラミナのヤン

グ係数はたてつぎ前ひき板のヤング係数を長さの割

合に応じて加重平均して求めた。計算ヤング係数の

算出式は次のとおりである。 

E：積層材全体の曲げヤング係数 

I：積層材全体の中立軸に関する断面二次モーメント 

Ei：i番目ラミナの曲げヤング係数 

Ii：i番目ラミナのその中立軸に対する断面二次モーメ

ント 

b ：積層材の幅 

ti：i番目ラミナの厚さ 

di：積層材の底面からi番目ラミナの中立軸までの距離

λ：積層材の底面からその中立軸までの距離 

3．結果および考察 

原木からの製材歩留まりは主材50.8％，副材 

12.6％，全体として63.4％であった。 

目視等級区分の結果，ひき板の約3割が格外と 

なった。等級決定因子はほとんど節（他に丸身4本，

曲がり1本）であった。ひき板の打撃音法による動 

的ヤング係数Edおよび重錘法による曲げヤング係数 

Ew測定結果は，Ed≧72.3×103kgf/cm2，Ew≧62.2 

×103kgf/cm2となり，Ewで70×103kgf/cm2未満は 

およそ380本中3本（1本は3級，2本は格外）であっ 

た。ヤング係数が比較的高かったのは，樹齢約60年

の割には径が小さく，年輪幅が狭かったためと考え

られる。 
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　積層材の曲げ試験結果を第3表に示す。積層材の

曲げヤング係数はそれを構成するラミナの曲げヤン

グ係数から算出した計算ヤング係数とほぼ一致した。

曲げ破壊係数では，材せい270mmおよび300mmの

ものでそれぞれ2体が建築基準法施行令に示された

材料強度（トドマツ：225kgf/cm2）を若干下回った。

破壊はほとんど引張り側最下層ラミナの節が原因と

なっている。今回の積層材作製にあたっては，得ら

れた原板をすべて使用することを考え，格外材も内

層（2～3層）に用いた。また，1～2級材は数が少な

かったため，3級材も外層に用いた。その際，3級材

の中で，より節径比の小さいものを選別して外層に

配置することはしなかった。したがって，外層用ひ

き板として，より優良なひき板を選別することに

よって，建築基準法施行令に示された材料強度をク

リアし，在来軸組構法用梁材として使用可能である

と考える。

　　　　　　　　　　4.　ま　と　め

　トドマツ中径材から比較的厚いひき板を採取し，

それを積層接着して，材幅10.5cm，材せい210，

240，270および300mmの製材並みの強度を有する

在来軸組構法用梁材を作製し，曲げ強度試験を行っ

た。

　針葉樹の構造用製材の日本農林規格に基づく目視

等級区分では約3割のひき板が格外となった。しか

し，歩留まり向上，コスト軽減のため，格外材も積

層材の内層に用いた。ひき板の曲げヤング係数は比

較的高く，70×103kgf/cm2未満は3枚のみであった。

また，積層材全体の曲げヤング係数はそれを構成す

るラミナの曲げヤング係数から算出されたものとほ

ぼ一致した。破壊は引張り側最下層ラミナの節が主

原因となり，一部に建築基準法施行令に示された材

料強度を若干下回るものがあった。しかし，外層用

ひき板を選別配置することによって，これをクリア

でき，在来軸組構法用梁材として使用可能と考える。

　なお，平成8年1月29日「構造用集成材の日本農

林規格」が公布され，7月29日から施行されている。

これは従来の「集成材の日本農林規格」中の構造用

集成材の項と，「構造用大断面集成材の日本農林規

格」とを整理・統合し，内容を一新したものである。

今後，この新規格との整合性を確認する試験を実施

する予定である。

－性能部　材料性能科－
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